
2 款 1 項 17 目

22 年度 平成25年度

請負 伊予市中山町出渕
直営

国・県支出金等名称 合併特例債・伊予市福祉施設充実基金

その他 11,009
地方債 414,400財

源

国・県支出金

一般財源 72,892 2,400

年度別事業費 498,301 2,400
駐車場整備 1,600 2,400
施設建設 404,210
既存施設解体 28,560
用地・物件補償 22,884
基本・実施設計 7,875

実施スケジュール
項目 24年度以前 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度以降

一般財源 15,362 3,006 2,725 2,725

地方債 14,600 0 0 0
その他 0 0 0 0

0
県支出金 0 0 0 0

人件費 5,199 406 325 325

財源内訳

国庫支出金 0 0 0

8,135
補助事業人件費 0 0 0 0

人件費
内訳

人工数 0.65 0.05 0.04 0.04
人件費単価 7,999 8,135 8,135

325
合計 0 3,006 2,725 2,725

事業費
直接事業費 24,763 2,600 2,400 2,400
人件費 5,199 406 325

改善策の
具体的

取り組み

事業費及び財源内訳
項　　　目 24年度決算 25年度予算 9月末の執行状況 25年度決算

事業の目的

　老朽化した施設の統合や機能の複合化を図り、住民のニーズに応じたサービスが提供できる施設整備を行
い、行政運営の効率化を進める。

事業の内容

機能：地域事務所・自治支援センター・保健センター・学童広場構造：鉄筋コンクリート造２階建　延床面積
1,537.55㎡（１階765.18㎡・２階772.37㎡）駐車場整備（旧地域事務所）：舗装面積509.8㎡　駐車台数23台

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

舗装工事発注を３月上旬に行ない工事準備を進め、４月より工事を開始、当初の計画通り５月末での完成、検
査終了後６月上旬の供用開始となった。

施工方法、場所 【施工方法】 【施工場所】
運営方法 【運営方法】 【運営費（予定）】

事業の対象 市民

事業の必要性

　施設の老朽化・耐震性・バリアフリー等の問題により、行政サービスの提供に支障をきたしており、効率的な
行政サービスと地域住民の活動や交流の拠点となる施設の整備が必要であるため。

実施期間 【開始年度】 平成 【開始年度】

所管課情報 担当課： 庁舎建設課 電話番号（内線）： 582
記入者情報 所属長： 武智 年哉 担当責任者： 三谷 陽紀

事務事業名 中山自治支援センター建設事業
予算科目

総合計画での位置付け
行財政改革
行財政改革の推進

平成25年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

一般事務 公共建設事業 評価対象外事業



7二次評価
（所属部長）

事業廃止と判断し、行政評価委員会に諮る。

意見、課題

4
受益者負担の適正 4

課題認識

建設工事は、予定通り完成し供用開始したが、今後は、計画的な修繕を施すことで、施設の長寿命化を
図り維持管理に費やす予算の縮減を目指す必要がある。

二次評価

B成果向上の可能性 4
施策への貢献度 4

効率性
手段の最適性 4

Bコスト効率

市民ニーズへの対応 4
市の関与の妥当性 5

有効性
事業の効果 4

課題認識

駐車場が完成し、地域事務所・自治支援センター及び農業総合センターを利用する地域住民の利便性が
向上した。今後は施設の適正な管理・運営を行う必要がある。

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 4

B

効率性
手段の最適性 4

Bコスト効率 3
受益者負担の適正 4

有効性
事業の効果 4

B成果向上の可能性 3
施策への貢献度 4

自己評価

自己評価
（担当責任者）

妥当性
目的の妥当性 4

B市民ニーズへの対応 4
市の関与の妥当性 5

目　　標 0 - - 100
実　　績 - - - -

成果指標

成果指標
事業進捗率（事業費）

指標設定の
考え方

実施スケジュールに基づき工程管理を行い目標年度での完成を目指す。

区分年度 24年度 25年度 26年度 目標25年度



5
経営者会議の最終判断

事業の方向性
事業の休止、廃止を検討する。

意見、課題

行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）

・事業は外構整備のみである。事業完了による「事業廃止」という判断であり、行政評価委員会の判断に
は馴染まない。


